






















































易において現地語を話せる者を育成するため，1669 年に言語青年学校（École des jeunes de 
langues）がコンスタンティノープルに開かれた。それから 120 余年後，フランス革命のさ





























を得るためには，長らく『日本語文法の基礎』（Eléments de la grammaire japonaise）という
辞書が使われた。これは，ポルトガル人宣教師ロドリゲスによる『日本小文典』（Arte Breve 
Lingoa Iapoa）をシャルル・ランドレスが翻訳・校訂した書である。原書は 1620 年に出さ
れていたが，ランドレスによる翻訳はようやく 1825 年のことであった［13］。フランス人によ
る日本語の辞書は，日本大使通訳を務めたことのあるメルメ ＝カション（Mermet-













1852 年に 15 歳で東洋言語専門学校に入学して中国語を学んだ。翌年には中国語に関して複
数の論文を発表，その次の年には『日本語研究に必須知識の概要』（Résumé des principales 







なった。1873 年に開かれた第 1 回国際東洋学者会議では，自らこれを提唱して議長を務め
るなど，日本研究者あるいはアジア研究者としてのロニの地位は確かなものとなっていた。
















































の合併により，国立東洋言語学校（École nationale des langues orientales）〔以下，東洋言語
学校と略記〕となった。この学校は後に，現在の国立東洋言語文化研究所（Institut national 













代表 Léon de Rosny フランス
事務総長 Capitaine Le Vallois フランス
評議員 Adrien de Longpérier フランス
Louis Rochet フランス
Joseph Halévy フランス





Textor de Ravisi 仏領インド
Houdas アルジェリア
Robert K. Douglas イギリス
Chavée ベルギー
Vasquez-Queipo スペイン
Général Meredith Read アメリカ合衆国
Dr. Lesbini ギリシア





Duchinski et L. De Zélinski ポーランド
Dr. Patkanof ロシア
Béchaux スイス














































































メートルは 1876 年生まれ，1898 年から奨学生として日本で学び，日本美術の専門家とし
て，1901 年に極東学院の給費生に任ぜられてインドシナへ渡った人物である。1908 年から





























館」でもなく，1922 年 10 月の設立企画書では「日仏会館」の名称へと落ちついた。そして，










子爵 渋沢栄一 1924 年 3 月～1931 年 11 月
男爵 古市公威 1932 年 4 月～1934 年 1 月
男爵 富井政章 1934 年 4 月～1935 年 9 月


































1926 年 9 月～
1928 年 5 月
シルヴァン・レヴィ Sylvain Lévi コレージュ・ド・フランス教授
1928 年 10 月～




1930 年 11 月～
1933 年 3 月
ジョゼフ・アッカン Joseph Hackin ギメ美術館主任学芸員
1933 年 10 月～
1936 年 6 月
レオン・ジュリオ・ド・
ラ・モランディエール




1936 年 11 月～
1939 年 6 月
レオン・マゾー Léon Mazeaud パリ大学法学部教授
1939 年 11 月～
1946 年 8 月
フレデリック・ジョウオ
ン・デ・ロングレ







1925 年 12 月～






1926 年 2 月～
1927 年 3 月
フランシス・リューラン
（夫妻）




1926 年 6 月～
1927 年 3 月
マルセル・ルキアン
（夫妻）
Marcel Requien et 
Mme Requien
法学博士
1926 年 7 月～
1930 年 6 月
ポール・ドゥミエヴィル
（夫妻）





1926 年 9 月～
1927 年 9 月
エリー・オーブアン Elie Aubouin フランス極東学院メンバー
1927 年 3 月～
1929 年 12 月
ヨハネス・ラーダー
（夫妻）
Johannes Rahder et 
Mme Rhader
文学博士，ユトレヒト大学教授
1929 年 6 月～
1932 年 8 月
ロジェ・ピエヴァシュ
（夫妻）
Roger Piedvache et 
Mme Piedvache
数学教授資格保持者
1930 年 11 月～
1931 年 3 月
ジャン・カルル Jean Carl フランス政府認定建築士
1930 年 6 月～
1931 年 2 月
エミール・ガスパルドン Emile Gaspardone フランス極東学院メンバー
1932 年 2 月～




1932 年 3 月～
1939 年 2 月
ジョルジュ・ボンノー Georges Bonneau 文学博士
1932 年 6 月～
1934 年 9 月
ジャン・シャバス
（夫妻）
Jean Chabas et 
Mme Chabas
オルレアン大学教授
1935 年 3 月～






1935 年 6 月～




1936 年 8 月～
1938 年 2 月
ジョルジュ・パテイ




1939 年 5 月～
1940 年 6 月
フロラン・ギラン Florent Guillain フランス政府認定建築士
1941 年 11 月～
1947 年 9 月
ジャン・ドラン（夫妻）



























年初めの時点で 3000 タイトルの図書，2 万 1000 枚のカード目録が作成されたが，最終的に
財政難により中断された［47］。日本学研究所が全体として目ざすところは日本研究の活発化
にあったといえよう。




























理事役員 佐藤尚武 　 名誉理事長，駐仏日本大使
セバスチャン・シャルレティ Sébastien Charléty パリ・アカデミー管区長
理事長 アンドレ・オノラ André Honnorat 上院議員
副理事長 アンリ・カピタン Henri Capitant パリ大学教授




ミシェル・ルヴォン Michel Revon パリ大学教授
シャルル・アグノエル Charles Haguenauer 東洋言語学校教授
ルイ・ブラランゲム Louis Blaringhem パリ大学教授





書記 山内 　 日本館館長





















































































































［ 2 ］　FRANK Bernard （1973），«Cinquante ans d’orientalisme en France （1922-1972）: Les études jap-












［ 5 ］　特に森川，前掲論文。概略としては，1990 年代の論考であるが，河合満朗が研究機関や研究
者をまとめている。河合満朗（1994）「フランスにおける日本研究」『日本研究』10，pp. 101-
112．
［ 6 ］　管見のかぎりで 4 つの講演会・シンポジウムが行われている。2010 年 7 月に国際交流基金事
業講演会として明治大学においてダニエル・ストリューヴ（パリ第 7 大学）の講演「フランスに
おける日本学の現在」，2014 年 2 月に富山大学人文学部においてシンポジウム『フランスにおけ
る日本学　日本におけるフランス学』，2015 年 5 月に日仏図書館情報学会においてジャン ＝ミシ
ェル・ビュテル（フランス国立東洋言語文化大学，日仏会館研究員）による講演「ジャポノロジ







［ 8 ］　福井憲彦編（2001）『フランス史』山川出版社，pp. 211-218.
［ 9 ］　深沢克己（2007）『商人と更紗：近世フランス＝レヴァント貿易史研究』東京大学出版会，
pp. 55-98.
［10］　INALCO, «Une riche histoire»,（http://www.inalco.fr/institut/presentation-politique-institut/ 
histoire-riche），2016 年 3 月 9 日アクセス。以下，INALCO と略記。
［11］　Académie des Inscriptions et Belles-Lettres, «SOCIÉTÉ ASIATIQUE», （http://www.aibl.fr/socie 
te-asiatique/?lang=fr），2016 年 4 月 9 日アクセス。
［12］　フランスに留学する日本人は 1871 年から増加した。松原秀一（1986）「レオン・ド・ロニ略
伝」『近代日本研究』81，p. 49.
［13］　辞書の翻訳としては，1861 年に『日本語文法試論』（Essai de Grammaire Japonaise），1862 年











学・短期大学研究紀要』35，pp. 280-290，佐藤，前掲論文，pp. 1-15 を参照。








［21］　国際会議は，この後，第 2 回が 1874 年ロンドン，第 3 回が 1876 年サンクト ＝ペテルブルク，
第 4 回が 1878 年フィレンツェでという具合に 2 年ないし 3 年おきに開かれた。1951 年の第 22
回イスタンブール会議まではすべてヨーロッパの都市で開催された。佐藤，前掲論文，p. 11.
［22］　ただし，第 2 回目以降の会議に日本人は多くない。International Congress of Orientalists, 11 







［25］　LAFFEY John F. （1976）, “Lyonnais Imperialism in the Far East 1900-1938,” Modern Asian Stud-
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89-1，pp. 12-14，SABBAN François, «Une petite histoire de la MASON FRANCO-JAPONAISE» 
（http://www.mfj.gr.jp/web/historique/MFJ-Historiuqe-FS-2008.html），2016 年 3 月 9 日アクセス。
［36］　ジュバンの肩書が日本語ではしばしば「リヨン大学総長」と書かれるが，Recteur de 
l’Académie de Lyon は大学の長ではなく公教育芸術省の官僚である。この時期のフランスの教育
行政では，数県を一つのアカデミー管区として全国を区分し，その長としてアカデミー管区長
（Recteur）を置いた。マルケや，彼の参照したブシェの論文では，ジュバンが Recteur de 
l’Académie de Lyon であると記載されている。MARQUET Chirstophe （2014）, «Le developpemnt 
de la japanologie en France dans les années 1920: autour de la revue Japon et Extême-Orient», 
Ebisu, 51, p. 36, BOUCHEZ Daniel （1983）, «Un déffricheur méconnu des études extrême-orien-
tales: Maurice Courant （1865-1935）», Journal Asiatique, 271, note. 118.










［42］　JALUZOT Béatrice （2014）, «Le rôle des juristes japonais dans la fondation de la Maison franco- 





st.html）2016 年 6 月 4 日アクセス。
［45］　Sénat, «HONNORAT», （http://www.senat.fr/senateur-3eme-republique/honnorat_andre0070r3.









［48］　富井政章（1932）「序文」『日仏文化』新 2 号，pp. 1-4.










Japanese Studies in France from the Latter Half  
of the 19th Century to the Eve  
of the Second World War
Takahito Inukai
Abstract
This article outlines the development of Japanese studies in France from the sec-
ond half of the 19th century to prior to the outbreak of World War Two, divides this 
development into three stages, and reveals the roles and networks of the main re-
searchers, research institutes and academic organizations involved. Japanese studies 
emerged as a new branch of Oriental studies from the foundations of Indian and Chi-
nese studies. The academic discipline and expertise therein developed gradually, and 
Japanese studies became established as part of “Far East” studies amid the expansion 
of the French colonies. After World War One, the research centers in France, the In-
dochina colony and Japan were linked through the foundation of institutions based on 
the political, governmental and business connections between Japan and France.
